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なっている．そこで，本論文では PODに着目した．PODは乱流学者 Lumleyによって 1960
年代に考案された手法であり，得られた非定常データに対して固有値解析を実施する事でデー





れた POD モードが持つ物理的な意味を理解し難いためである．即ち，POD モードと物理現
象の関連付けが可能となれば，PODは現象分析に最適なツールに成り得ると考えた．そこで，
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要求分析プロセスと，それを実現する要求分析のための RA-QFD(Requirement Analysis 










理の定量的管理手法として，時間経過を考慮した FT(TDFT: Time-Dependent Fault Tree)を
提案し，進捗により変化するプロジェクトリスクを評価し，コントロールする方法を整理した．













































要求分析プロセスと，それを実現する要求分析のための RA-QFD(Requirement Analysis 
QFD)，さらにプロセスと RA-QFDの進捗を可視化する RA-Grid図で構成されている． 
次に運用段階では，問題発生の未然防止と状況を把握するための基本的な管理活動であ
るリスク管理，スキル管理，進捗管理に対して，定量的な管理手法を提案した．まずリス










進捗管理の方法としては，進捗を定量的に把握する手法である EVM(Earned Value 
Management)に対して，進捗と意思決定効果を予測する方法，さらにそれらを活用した
進捗管理プロセスを提案した．従来 EVMにおいても進捗を予測する方法は検討されてい
たが，進捗を線形の関係を前提として算出する方法であり，一般的なプロジェクトの進捗
が描く S字曲線とは乖離があった．提出論文では，プロジェクトの進捗データに対して S
字成長曲線を当てはめ，進捗を予測する方法を提案した．またその方法を応用して進捗に
対する意思決定効果を予測する方法を整理し，進捗と意思決定効果の予測を用いた進捗管
理プロセスを整理した． 
さらにこの研究で提案された手法は，事例への適用を通して，実行可能性と有効性を検
証している．また提案手法は，今回納期を重要な目標として実施されるプロジェクトを想
定しているが，その他のプロジェクトにおいても汎用的に活用することが可能であると考
える． 
以上のように，提出された論文において提案されたプロジェクトマネジメントの質向上
の取り組みとしての方法論や手法は新規性があり，事例の検討からその有効性も認められ
る．従ってこの論文は博士論文の条件を備えていると判断し，合格とした． 
